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はじめにはじめにはじめにはじめに

このドキュメントでは、Oracle JDeveloper 3.1のビジネス･コンポーネント JSPアプリケーシ

ョン・ウィザードを使用して作成された JSPアプリケーションを、Apache上で実行させる

ために必要な設定方法を説明します。

なお、このドキュメントを作成するために、次の環境で検証を行っています。

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア Windows環境環境環境環境 UNIX/Linux環境環境環境環境

OS Windows NT 4.0（Service Pack 6a） Solaris 2.6

Apache バージョン 1.3.12 バージョン 1.3.9

JServ バージョン 1.1 バージョン 1.1

Tomcat バージョン 3.1 バージョン 3.1

JDK Java2 SDK v 1.2.2 005 Java2 SDK v1.2.2 005

その他 gcc、GNU makeを使用

ドキュメントの表記規則ドキュメントの表記規則ドキュメントの表記規則ドキュメントの表記規則

このドキュメントで使用される表記規則は、次のとおりです。

規則規則規則規則 例例例例 意味意味意味意味

sample.jsp ファイル名

configure ユーティリティ

太字

http://www.oracle.com/ URL

<file1> テキスト内の可変部分

<JDev> JDeveloperのインストール・ディレクトリ

<Apache> Apacheのインストール・ディレクトリ

山カッコで囲まれた

イタリック

<Tomcat> Tomcatがインストール・ディレクトリ

クーリエ･フォント apachectl start 表示どおりに入力するテキスト
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第第第第 1章章章章  Apacheのインストールと設定のインストールと設定のインストールと設定のインストールと設定

この章では、ApacheをWebサーバーとして導入するためのインストール方法および必要最

低限の設定方法について説明します。

Apacheのインストールのインストールのインストールのインストール

Windowsの場合の場合の場合の場合

Windows版は、インストーラがついた*.exe形式で提供されています。Windows版をインス

トールするための手順は次のとおりです。

1. 次の URLから apache_1_3_12_win32.exe（3.0MB）をダウンロードします。

http://www.apache.org/dist/binaries/win32/

2. ダウンロードした apache_1_3_12_win32.exeをダブル・クリックします。インストーラ

が起動されるので、インストールするフォルダの選択など、インストーラの指示に従

ってください。
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図図図図 1‐‐‐‐1  Apacheのインストーラのインストーラのインストーラのインストーラ

UNIX/Linuxの場合の場合の場合の場合

UNIX/Linux版には、ダウンロードしたソース・コードをユーザー自身がコンパイルして使

用するタイプと、コンパイル済のタイプ（バイナリ）があります。ここでは、ソース・コ

ードをコンパイルしてインストールする方法について説明します。

なお、コンパイル済のタイプを使用する場合は、次の URLからプラットフォームを選択し、

ダウンロードしてください。

http://www.apache.org/dist/binaries/

Apacheのソース・コードをコンパイルし、インストールする手順は次のとおりです。

1. 次の URLから apache_1.3.9.tar.gzをダウンロードします。

http://www.apache.org/dist/old/
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2. 次の２つにパスが通っていることを確認します。

� ANSI準拠の Cコンパイラ（GCCなど）

� Perl 5

3. ダウンロードした apache_1.3.9.tar.gzを展開します。これにより、apache_1.3.9ディレ

クトリが生成されます。

% gzip -d apache_1.3.9.tar.gz

% tar xvf apache_1.3.9.tar

4. カレント・ディレクトリを apache_1.3.9に移動し、Apacheをコンパイルするための環

境設定を行うユーティリティ configureを実行します。

 Apacheに DSO（Dynamic Shared Object）という機能を組み込むことで、後で JServを追

加する際に、Apacheを再コンパイルする必要がなくなります。DSOを組み込むには、

configureに次のオプションをつけて実行します。

--enable-rule=SHARD_CORE --enable-module=so

 次はその実行例です。

% ./configure --prefix=<Apache をインストールするディレクトリ名> ¥

      --enable-rule=SHARD_CORE --enable-module=so

備考:　configureのその他のオプションは、../apache_1.3.9/INSTALLを参照して

ください。

5. 次のコマンドを実行して Apacheをコンパイルし、インストールします。

% make install

設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集

Apacheを実行するための設定情報は、<Apache>¥conf¥httpd.confに記述されています。初

めて Apacheを起動する前に、少なくとも次の設定について確認してください。

Port

HTTPプロトコルが使用するネットワークのポート番号を設定します。1～65535の任意の

番号を選択できます。デフォルト値は 80です。他のWebサーバーがインストールされてい

る場合は、設定したポート番号がすでに使用されていないかを確認する必要があります。
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また、UNIX/Linux環境で 1～1023のポートを使用するためには、Apacheを root権限で起動

する必要があります。

ServerName

Apacheが自分自身を識別するためのホスト名または IPアドレスを入力します。ただし、ホ

スト名を設定する場合には、そのホスト名が DNSから参照可能である必要があります。

備考:　更に詳細な設定が必要な場合は、次の URLを参照してください。

����    http://<ServerName>:<Port>/manual/index.html

����    http://www.apache.org/docs/

Apacheの起動と停止の起動と停止の起動と停止の起動と停止

Windowsの場合の場合の場合の場合

Windows版をインストールすると、スタート・メニューに Apacheを起動するためのショー

トカットが登録されます。

コマンド・プロンプトから起動、停止および再起動を行う場合は、次のコマンドを使用し

ます。

操作操作操作操作 コマンドコマンドコマンドコマンド

起動 <Apache>¥apache

停止 <Apache>¥apache -k shutdown

再起動 <Apache>¥apache -k restart

Windows NTのサービスの作成のサービスの作成のサービスの作成のサービスの作成

Windows環境では、コマンド・ラインから Apacheを起動した場合、Windowsからログオフ

すると Apacheは停止します。ApacheをWindows NTサービスとして登録し、実行すること

で、Windowsからログオフしても Apacheを停止させないようにすることが可能です。

Apache 1.3.12では、インストール時にスタート・メニューに登録される「Apache Install as

Service」というショートカットを実行することにより、サービスが作成されます。

また、サービスをコマンド・ラインから作成する場合には、次のコマンドを実行します。
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> <Apache>¥apache -i -n <サービス名>

備考:　「-n <サービス名>」を省略した場合、サービス名は「Apache」となります。

また、作成したサービスを削除するには、次のコマンドを実行します。

> <Apache>¥apache -u -n <サービス名>

作成されたサービスは、コントロール・パネルの「サービス」で開始/停止できます。

図図図図 1‐‐‐‐2    コントロールコントロールコントロールコントロール・パネルの・パネルの・パネルの・パネルの「サービス」「サービス」「サービス」「サービス」

サービスをコマンド・ラインから開始/停止する場合は、次のコマンドを使用します。

操作操作操作操作 コマンドコマンドコマンドコマンド

サービスの開始 net start apache

サービスの停止 net stop apache

UNIX/Linuxの場合の場合の場合の場合

UNIX/Linux環境で、Apacheを起動、停止および再起動するためのコマンドは、次のとおり

です。
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操作操作操作操作 コマンドコマンドコマンドコマンド

起動 <Apache>/bin/apachectl start

停止 <Apache>/bin/apachectl stop

再起動 <Apache>/bin/apachectl restart

テストテストテストテスト

Apacheを起動後、ブラウザで次の URLにアクセスすると、次の図のように表示されます。

http://<ServerName>:<Port>/

図図図図 1‐‐‐‐3  Apacheの起動確認の起動確認の起動確認の起動確認
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第第第第 2章章章章  Apache JServのインストールと設定のインストールと設定のインストールと設定のインストールと設定

インストール前の設定インストール前の設定インストール前の設定インストール前の設定

Apache JServを使用するためには、次の２つがインストールされている必要があります。

� Java Development Kit 1.1.xまたは Java2 SDK 1.2以降

� Java Servlet Development Kit 2.0

Java2 SDKのインストールのインストールのインストールのインストール

このドキュメントでは、Java2 SDK v1.2.2を基に説明しています。Java2 SDK v1.2.2のイン

ストール方法の詳細は、次の URLを参照してください。

Windows版版版版

http://java.sun.com/products/jdk/1.2/ja/download-windows.html

Solaris版版版版

http://www.sun.com/software/solaris/java/download.html

Linux版版版版

http://java.sun.com/products/jdk/1.2/ja/download-linux.html

JSDK 2.0のインストールのインストールのインストールのインストール

JSDK 2.0は次の URLよりダウンロードが可能です。

http://java.sun.com/products/servlet/download.html

注意注意注意注意::::　JSDKではすでに 2.1というバージョンもリリースされていますが、

Apache JServが対応しているのは JSDK 2.0のみです。
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Windows版版版版

jsdk20-win32.exeをダウンロードし、ダブル・クリックします。インストーラが起動される

ので、インストールするディレクトリの入力など、指示に従ってください。

UNIX/Linux版版版版

jsdk20-solaris2-sparc.tar.Zをダウンロードし、適当なディレクトリに展開してください。

備考:　ファイル名に”solaris2-sparc”とありますが、Solaris以外のオペレーティング・

システムでも使用可能です。

JServのインストールのインストールのインストールのインストール

Windowsの場合の場合の場合の場合

Apacheと同様に、Windows版の JServもインストーラ付きの*.exe形式で提供されています。

Windows版のインストール手順は、次のとおりです。

1. 次の URLから ApacheJServ-1.1.exeをダウンロードします。

http://java.apache.org/jserv/dist/

2. ダウンロードした ApacheJServ-1.1.exeをダブル・クリックし、インストーラを起動し

ます。
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図図図図 2‐‐‐‐1  JServのインストーラのインストーラのインストーラのインストーラ

3. インストーラでは、次の情報を入力します。

� JServをインストールするディレクトリ名

� java.exeがインストールされているディレクトリ

� JSDK2.0がインストールされているディレクトリ

� Apacheの設定情報が記述された httpd.confが保存されているディレクトリ

UNIX/Linuxの場合の場合の場合の場合

UNIX/Linux版の JServにはインストーラが用意されていないため、ダウンロードしたソー

ス・コードをコンパイルする必要があります。JServのソース・コードをコンパイルし、イ

ンストールする手順は次のとおりです。



第 2章  Apache JServのインストールと設定 15

1. 次の URLから ApacheJServ-1.1.tar.gzをダウンロードします。

http://java.apache.org/jserv/dist/

2. ダウンロードした ApacheJServ-1.1.tar.gzを次の例のように展開します。これにより、

ApacheJServ-1.1ディレクトリが生成されます。

% gzip -d ApacheJServ-1.1.tar.gz

% tar xvf ApacheJServ-1.1.tar

3. カレント・ディレクトリを ApacheJServ-1.1に移動して、JServをコンパイルするため

の環境設定を行うユーティリティ configureを実行します。次はその実行例です。

% ./configure ¥

     --prefix=<JServをインストールするディレクトリ> ¥

     --with-jdk-home=<Java2 SDKがインストールされたディレクトリ> ¥

     --with-JSDK=<JSDK2.0がインストールされたディレクトリ>/lib/jsdk.jar ¥

     --with-java-platform=2 ¥

     --with-apxs=<Apache>/bin/apxs

備考:　configureのその他のオプションの詳細は、../ApacheJServ-1.1/INSTALL

を参照してください。

4. 次のコマンドを実行して JServをコンパイルし、インストールします。

% make install

5. Apacheのログが保存されている<Apache>/logsディレクトリの書き込み権限を、

httpd.confの User/Groupで定義されているオペレーティング・システムのユーザーお

よびグループに対して与えます。

設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集

この項では、JServを実行するための必要最低限の設定方法について説明します。httpd.conf

に JServを実行するために必要な情報を追加するため、次の手順が必要です。

1. httpd.confの最終行に次の 1行を追加します。なおこの行は、Windows版 JServのイン

ストール時に「Do you want to modify the file “httpd.conf” in order to include Apache JServ」

で「はい」を選択すると、自動的に追加されます。

# Windows版の場合

include "<jserv>/conf/jserv.conf"
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#UNIX/Linuxの場合

include "<Apache>/conf/jserv/jserv.conf"

2. UNIX/Linux版の場合、httpd.confの 200行目付近に次の 1行を追加します。これによ

り、JServのモジュールがロードされます。

LoadModule jserv_module libexec/mod_jserv.so

テストテストテストテスト

Apacheが起動されると、自動的に JServも起動されます。JServが起動されているかどうか

は、次の URLにアクセスすることで確認できます。

http://<ServerName>:<Port>/servlets/IsItWorking

図図図図 2‐‐‐‐2  JServの起動確認の起動確認の起動確認の起動確認
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備考:　前述で紹介した/servlets/IsItWorking上部のイメージは、デフォルトの設定で

は Apacheが稼働中のマシン以外からアクセスした場合、表示されません。また、

使用する環境によっては、Apacheが稼働中のマシンからのアクセスであっても

表示されないことがあります。このイメージを表示させるためには、

<JServ>¥conf¥jserv.conf（UNIX/Linuxの場合は、<Apache>/conf/jserv.conf）を開

き、136行目を次の例のように変更してください。

<Location /jserv/>

  SetHandler jserv-status

  order deny,allow

  deny from all

  allow from <アクセスするマシンの IPアドレス>

</Location>

Oracle JSP Engineの設定の設定の設定の設定

Apacheと JServだけでは JSPアプリケーションを実行することはできません。そこで

JDeveloperには、Oracle JSP Engineという JSP1.0に準拠した JSPエンジンがバンドルされて

います。Oracle JSP Engineは、JServ上でサーブレットとして実行されます。Oracle JSP Engine

を使用するためには、次の 3つのファイルを編集する必要があります。

����    jserv.properties

����    jserv.conf

� zone.properties

jserv.propertiesの編集の編集の編集の編集

まず、Oracle JSP Engineが JServ上でサーブレットとして動作するために必要なクラス・パ

スの設定を行います。

1. JDeveloperがインストールされているマシンから、Apacheを実行するマシンの任意の

ディレクトリに次の２つの JARファイルをコピーします。

����    <JDev>¥lib¥ojsp.jar

� <JDev>¥jswdk-1.0.1¥lib¥servlet.jar

2. jserv.propertiesに次の 3行を追加します。
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# Windows環境で、ojsp.jarおよび servlet.jarを C:¥Sampleにコピーした場合

wrapper.classpath=C:¥Sample¥ojsp.jar

wrapper.classpath=C:¥Sample¥servlet.jar

wrapper.classpath=%Java2%¥lib¥tools.jar

備考:　jserv.propertiesは次のディレクトリに保存されています。

� Windows版:　<JServ>¥conf

� UNIX/Solaris版:　<Apache>/conf/jserv

jserv.confの編集の編集の編集の編集

拡張子が .jspであるファイルがOracle JSP Engineによって処理されるよう設定するために、

jserv.confに次の 1行を追加します。

ApJservAction .jsp /servlets/oracle.jsp.JspServlet

備考:　jserv.confは次のディレクトリに保存されています。

� Windows版:　<JServ>¥conf

� UNIX/Linux版:　<Apache>/conf/jserv

zone.propertiesの編集の編集の編集の編集

Oracle JSP Engineを実行する際に必要な初期化パラメータの設定を、次のように行います。

1. zone.propertiesを次のように編集します。

# ブラウザから入力された文字列を正しく変換する（必須）

servlet.oracle.jsp.JspServlet.initArgs=translate_params=true

# JSP実行時に生成される Javaソース/クラスファイルを保存するディレクトリ

# 指定されていない場合は<Apache>¥htdocs¥_pages

servlet.oracle.jsp.JspServlet.initArgs=page_repository_root=<ディレ
クトリ名>

# JServ起動時にあらかじめ Oracle JSP Engineを起動させる

servlets.startup=oracle.jsp.JspServlet
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2. UNIX/Linuxの場合、page_repository_rootで指定したディレクトリの書き込み権限を、

httpd.confの User/Groupで指定されているユーザーおよびグループに対して与える必

要があります。

備考:　jserv.confは次のディレクトリに保存されています。

� Windows版:　<JServ>¥servlets

� UNIX/Linux版:　<Apache>/conf/jserv

テストテストテストテスト

Oracle JSP Engineの設定が正しいかどうかは、次の手順で確認できます。

1. 次のような簡単な JSPファイルを作成します。

<%@ page language=”java” contentType=”text/html;charset=SHIFT_JIS”%>

<html>

<body>

<H1>Oracle JSP Engine</H1>

<% out.println(“こんにちは！”); %>

</body>

</html>

2. 作成した JSPファイルを、<Apache>¥htdocsディレクトリに保存します。

3. 次の URLにアクセスします。

http://<ServerName>:<Port>/<JSPファイル名ファイル名ファイル名ファイル名>

JSPアプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布

作成したビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションを実行するためには、次のファイ

ルを Apacheが実行されているマシンへ配布する必要があります。

� ビジネス・コンポーネントを定義する Javaクラスおよび XMLファイル（ローカル・

モードで実行する場合のみ）

� ビジネス・コンポーネント JSPアプリケーション・ウィザードによって生成された*.jsp

ファイルおよび*.propertiesファイル

� 作成したWeb Bean
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� ビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションを実行する際にクラス・パスに追加す

る必要のある Javaライブラリ

� ビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションが使用するイメージ・ファイルおよび

カスケーディング・スタイル・シート

ビジネスビジネスビジネスビジネス・コンポーネントの配布・コンポーネントの配布・コンポーネントの配布・コンポーネントの配布

ビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションをローカル・モードで実行する場合（ビジ

ネス・コンポーネントが Oracle8i Jserverなどに EJBや CORBAとして配布されていない場

合）は、次の手順でビジネス・コンポーネントを定義する Javaクラスおよび XMLファイ

ルを配布する必要があります。

1. JDeveloperで、ビジネス・コンポーネントが定義されたプロジェクトを開きます。

2. メニュー・バーから「プロジェクト」→「配布」→「新規プロファイル」を選択し、

配布プロファイル・ウィザードを起動します。

図図図図 2‐‐‐‐3  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「初期画面」「初期画面」「初期画面」「初期画面」
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3. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 1」の「配信オプション」で「シンプル・

アーカイブ・ファイルとして配布」を選択し、「次へ＞」ボタンをクリックします。

図図図図 2‐‐‐‐4  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「ステップ「ステップ「ステップ「ステップ 1」」」」

4. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 2」では、JARファイルに含めるファイル

の選択を行います。「配布対象のファイルを選択」で<プロジェクト名>.jpxファイル

のチェックを外してから、「次へ＞」ボタンをクリックします。

図図図図 2‐‐‐‐5  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「ステップ「ステップ「ステップ「ステップ 2」」」」

5. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 3」では、「アーカイブ・パス」フィール

ドに JARファイル名を絶対パスで入力し、「配信オプション」で「JAR」を選択して

から、「完了」ボタンをクリックします。
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図図図図 2‐‐‐‐6  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「ステップ「ステップ「ステップ「ステップ 3」」」」

7. 作成された JARファイルを、Apacheがインストールされているマシンの適当なディレ

クトリへコピーします。

配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザードを使用した・ウィザードを使用した・ウィザードを使用した・ウィザードを使用した JSPアプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布

JDeveloperと Apacheが同一マシンにインストールされている場合や、Apacheが稼働中のマ

シンに対してネットワーク・ドライブが設定されている場合は、配布プロファイル・ウィ

ザードを使用して、次の手順で JSPアプリケーションを配布できます。

1. 配布するビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションのプロジェクトを JDeveloper

で開きます。

2. 配布プロファイル・ウィザードを起動します。

3. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 1」の「配信オプション」で、「配布タイ

プを選択」が選択されていることを確認し、ドロップダウン・リストから「Webアプ

リケーションをWebサーバーへ」を選択します。
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図図図図 2‐‐‐‐7  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「ステップ「ステップ「ステップ「ステップ 1」」」」

4. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 2」では、配布先のディレクトリおよび配

布するファイルを選択します。「配布先」フィールドには、Apacheがインストールさ

れているマシン上の適当なディレクトリを絶対パスで入力し、「配布するファイル」

では、次の 2つをチェックします。

� 配布するビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションのプロジェクト・プロパ

ティで「HTMLソース・ディレクトリ」に設定されているディレクトリ

� webappディレクトリ

 また、webappディレクトリ以下のファイルがすべてチェックされていることを確認し

てください。

図図図図 2‐‐‐‐8  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「ステップ「ステップ「ステップ「ステップ 2」」」」
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5. 次に、HTMLソース・ディレクトリ名の左にある「+」をクリックして展開し、保存さ

れているファイルの一覧を表示させます。*.javaファイルのチェックをすべて外してか

ら、「次へ＞」ボタンをクリックします。

図図図図 2‐‐‐‐9  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「ステップ「ステップ「ステップ「ステップ 2」」」」

6. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 3」では、JARファイルに含めるファイル

について設定します。「配布アーカイブ用ファイルの選択」で、*.propertiesファイル

および作成したWebBeanの*.javaファイルをチェックし、その他のファイルはチェッ

クを外した状態で「詳細」ボタンをクリックします。
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図図図図 2‐‐‐‐10  配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザード・ウィザード・ウィザード・ウィザード「ステップ「ステップ「ステップ「ステップ 3」」」」

7. 「詳細配布オプション・ウィザード」で「ライブラリ」ページを表示し、 ボタンを

クリックして「ライブラリの選択ダイアログ」を起動します。「ライブラリの選択ダ

イアログ」には、プロジェクトに設定されているライブラリの一覧が表示されます。

次のライブラリを選択して、「OK」ボタンをクリックします。

� JBO JDBC816 PATCH

� JBO OSQL Domains（ローカル・モードの場合は不要）

� JDeveloper Runtime

� Connection Manager

� Oracle 8.1.6 JDBC（ローカル・モードの場合のみ）

� JBO Runtime（ローカル・モードの場合のみ）

� JBO 8i Client（ビジネス・コンポーネントを JServerに CORBAとして配布した場

合のみ）

� JBO EJB Client（ビジネス・コンポーネントを JServerに EJBとして配布した場合

のみ）
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� BC4Jを EJBとして配布した際に生成された<Application Module名>EJBClient.jar

（ビジネス・コンポーネントを JServerに EJBとして配布した場合のみ）

� JBO HTML

図図図図 2‐‐‐‐11  詳細配布オプション詳細配布オプション詳細配布オプション詳細配布オプション「ライブラリ」ページと「ライブラリ」ページと「ライブラリ」ページと「ライブラリ」ページと「ライブラリの選択ダイアログ」「ライブラリの選択ダイアログ」「ライブラリの選択ダイアログ」「ライブラリの選択ダイアログ」

8. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 4」では、「アーカイブ・パス」のフィー

ルドに JARファイル名のみを入力し、「配信オプション」で「JAR」を選択してから

「完了」ボタンをクリックします。これで JSPファイル、イメージ・ファイル、カス

ケーディング・スタイル・シートおよび JARファイルが、配布プロファイル・ウィザ

ード「ステップ 2」の「配布先」で指定したディレクトリにすべてコピーされます。
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手動による手動による手動による手動による JSPアプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布

Apacheが他のプラットフォーム上で実行されている場合など、JSPアプリケーションの配

布に配布プロファイル・ウィザードが使用できない場合は、次のものを手動で配布する必

要があります。

� *.jspファイルおよび*.propertiesファイル

� ビジネス・コンポーネント JSPアプリケーションが使用する Javaライブラリと作

成したWebBean

� イメージ・ファイルやカスケーディング・スタイル・シート

*.jspファイルおよびファイルおよびファイルおよびファイルおよび*.propertiesファイルファイルファイルファイル

*.jspファイルおよび*.propertiesファイルは、次の手順で配布プロファイル・ウィザードを

使用して JARファイルを作成し、Apacheを実行するマシン上で解凍します。

1. 配布するビジネス・コンポーネント JSPアプリケーションのプロジェクトを開きます。

2. 配布プロファイル・ウィザードを起動します。

3. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 1」の「配信オプション」で「シンプル・

アーカイブ・ファイルとして配布」を選択し、「次へ＞」ボタンをクリックします。

4. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 2」では、すべてのファイルがチェックさ

れていることを確認し、「次へ＞」ボタンをクリックします。

5. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 3」では、「アーカイブ・パス」のフィー

ルドに JARファイル名を絶対パスで入力し、「配信オプション」で「JAR」を選択し

てから「完了」ボタンをクリックします。

6. 作成された JARファイルを Apacheを実行するマシンの<Apache>¥htdocsディレクトリ

にコピーします。

7. 次の例のようにコマンドを実行し、JARファイルを展開します。これにより、プロジ

ェクト・プロパティで「HTMLソース・ディレクトリ」に定義されたディレクトリ名

と同名のディレクトリが生成され、その下にすべての*.jspおよび*.propertiesファイル

が保存されます。

> cd <Apache>¥htdocs

> jar xf <JARファイル名>
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Javaライブラリを含むライブラリを含むライブラリを含むライブラリを含む JARファイルとファイルとファイルとファイルとWebBean

ビジネス・ロジック JSPアプリケーションが使用する Javaライブラリを Apacheを実行する

マシン上に配布するには、次の手順で JARファイルを作成し、コピーします。

1. JDeveloperで配布するビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションのプロジェクト

を開きます。

2. 配布プロファイル・ウィザードを起動します。

3. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 1」の「配信オプション」で「シンプル・

アーカイブ・ファイルとして配布」を選択し、「次へ＞」ボタンをクリックします。

4. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 2」で、JARファイルに含めるファイルの

選択を行います。「配布対象のファイルを選択」で、*.jspおよび*.propertiesのチェッ

クを外し、WebBeanを定義した*.javaファイルのみが選択されている状態で、「詳細」

ボタンをクリックします。

5. 起動された詳細配布オプション・ウィザードの「ライブラリ」ページで、 をクリッ

クして「ライブラリの選択ダイアログ」を起動します。次のライブラリを選択して、

「OK」ボタンをクリックします。

� JBO JDBC816 PATCH

� JBO OSQL Domains（ローカル・モードの場合は不要）

� JDeveloper Runtime

� Connection Manager

� Oracle 8.1.6 JDBC（ローカル・モードの場合のみ）

� JBO Runtime（ローカル・モードの場合のみ）

� JBO 8i Client（ビジネス・コンポーネントを JServerに CORBAとして配布した場

合のみ）

� JBO EJB Client（ビジネス・コンポーネントを JServerに EJBとして配布した場合

のみ）

� BC4Jを EJBとして配布した際に生成された<Application Module名>EJBClient.jar

（ビジネス・コンポーネントを JServerに EJBとして配布した場合のみ）

� JBO HTML
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6. 詳細配布オプション・ウィザードの「完了」ボタンをクリックしてから、配布プロフ

ァイル・ウィザードの「次へ＞」ボタンをクリックします。

7. 配布プロファイル・ウィザード「ステップ 4」では、「アーカイブ・パス」のフィー

ルドに JARファイル名を絶対パスで入力し、「配信オプション」で「JAR」を選択し

てから「完了」ボタンをクリックします。

8. 作成された JARファイルを、Apacheがインストールされているマシンの適当なディレ

クトリにコピーします。

イメージイメージイメージイメージ・ファイルおよびカスケーディング・ファイルおよびカスケーディング・ファイルおよびカスケーディング・ファイルおよびカスケーディング・スタイル・スタイル・スタイル・スタイル・シート・シート・シート・シート

イメージ・ファイルおよびカスケーディング・スタイル・シートは、次の手順で配布しま

す。

1. <JDev>¥redist¥webapp.zipを Apacheを実行するマシンにコピーします。

2. 次のように webapp.zipを<Apache>¥htdocsディレクトリの下で解凍します。

% jar -xft webapp.zip

設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集

クラスクラスクラスクラス・パスの設定・パスの設定・パスの設定・パスの設定

配布したビジネス・コンポーネント JSPアプリケーションを実行するためには、これまで

に作成した JARファイルをクラス・パスに追加する必要があります。

クラス・パスの設定は、jserv.propertiesに次のように追加します。

# C:¥sampleに保存されている sample1.jarと sample2.jarをクラス・パスに追加

wrapper.classpath=C:¥sample¥sample1.jar

wrapper.classpath=C:¥sample¥sample2.jar

また、*.propertiesファイルを手動で配布した場合は、*.propertiesファイルが保存されてい

るディレクトリも同様にクラス・パスに追加します。

# *.propertiesが C:¥sampleに保存されている場合

wrapper.classpath=C:¥sample
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仮想ディレクトリの設定仮想ディレクトリの設定仮想ディレクトリの設定仮想ディレクトリの設定

JSPファイルが<Apache>¥htdocsディレクトリ以下（サブディレクトリも含む）に保存され

ていない場合は、仮想ディレクトリを設定します。

仮想ディレクトリの設定は、httpd.confに次のように記述します。

# C:¥sampleに対し、仮想ディレクトリを「sample」に設定

Alias /sample/ “C:¥sample”

JDBC OCIドライバのための設定ドライバのための設定ドライバのための設定ドライバのための設定

JDBC OCIドライバを使用する場合、jserv.propertiesに次のように環境変数を定義する必要

があります。

# Windows環境の場合

wrapper.path=<ORACLE_HOME>¥bin

# Solarisの場合: 環境変数 ORACLE_HOMEと LD_LIBRARY_PATHを追加

wrapper.env=ORACLE_HOME=<ORACLE_HOME>

wrapper.env=LD_LIBRARY_PATH=<ORACLE_HOME>/lib

備考:　環境変数の追加のための書式

wrapper.env=<環境変数名>=<設定する値>

実行実行実行実行

配布したビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションを実行するには、Webブラウザで

次の URLにアクセスします。

JSPファイルが、ファイルが、ファイルが、ファイルが、<Apache>¥htdocsのサブディレクトリに保存されている場合のサブディレクトリに保存されている場合のサブディレクトリに保存されている場合のサブディレクトリに保存されている場合:

http://<ServerName>:<Port>/<サブディレクトリ名サブディレクトリ名サブディレクトリ名サブディレクトリ名>/main.jsp

JSPファイルが保存されているディレクトリに仮想ディレクトリを設定した場合ファイルが保存されているディレクトリに仮想ディレクトリを設定した場合ファイルが保存されているディレクトリに仮想ディレクトリを設定した場合ファイルが保存されているディレクトリに仮想ディレクトリを設定した場合:

http://<ServerName>:<Port>/<仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ仮想ディレクトリ>/main.jsp
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図図図図 2‐‐‐‐12  実行例実行例実行例実行例

リモートリモートリモートリモート・デバッグのための・デバッグのための・デバッグのための・デバッグのための JServの設定の設定の設定の設定

JDeveloper 2.0には HTTPサーバーが組み込まれていたため、サーブレットのデバッグが可

能でしたが、Enterprise JavaBeansや CORBAサーバー・オブジェクトをデバッグするには、

ローカルのプログラムの mainメソッドからそれぞれのメソッドをコールするなどの方法を

とる必要がありました。

JDeveloper 3.1では、Java Platform Debugger Architectureをサポートしたことにより、アプリ

ケーション・サーバーに配布されている Javaコンポーネントのデバッグ、つまりリモート・

デバッグが可能になりました。この項では、JServ上に配布されたサーブレットおよび JSP

アプリケーションをリモート・デバッグするために必要な設定方法について説明します。
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Java Platform Debugger Architecture

Java Platform Debugger Architecture（以下、JPDA）は、Java2プラットフォームにおける、デ

バッグのための新しいアーキテクチャで、Java2 SDK 1.3（JDK1.3）からは標準で提供され

ている機能です。

JPDAは次の図のような構成になっています。

図図図図 2‐‐‐‐13  Java Platform Debugger Architectureの構成の構成の構成の構成

コンポーネント名コンポーネント名コンポーネント名コンポーネント名 説明説明説明説明

Debuggee デバッグされるアプリケーションが実行されているプロセス。
VMとバックエンドによって構成されています。

VM デバッグされるアプリケーションが動作している Java Virtual Machine。
Java Virtual Machine Debug Interfaceを実装しています。

バックエンド フロントエンドからのリクエストを VMに渡し、VMのレスポンスをフ

ロントエンドに返します。

通信チャネル フロントエンドとバックエンドの通信が行われます。

プロトコルとして Java Debug Wire Protocolを使用します。

Debugger 開発者がプログラムをデバッグするための機能を提供します。

フロントエンド Java Debug Interfaceの実装部。

UI デバッグするためのユーザー・インタフェース。
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JDeveloperを使用してリモート・デバッグを行う場合、使用する VMとして次の２つから選

択が可能です。

a. Oracle Java Virtual Machine（Oracle JVM）

リモート・デバッグの対象となるアプリケーション・サーバーのマシンに JDeveloper

がインストールされている場合に使用可能です。

b. Javaプラットフォーム・デバッグ・アーキテクチャ

JPDAによって提供されている VM。あらゆるプラットフォームで使用可能です。

JPDAのダウンロードおよびインストール方法は、次の URLを参照してください。

JPDAのダウンロードのダウンロードのダウンロードのダウンロード

http://java.sun.com/products/jpda/

JPDAのインストール方法のインストール方法のインストール方法のインストール方法

http://java.sun.com/products/jpda/installinst.html

備考:　JPDAの詳細は、次の URLを参照してください。

http://java.sun.com/j2se/1.3/ja/docs/ja/guide/jpda/index.html

JServの設定の設定の設定の設定

Oracle JVMを使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

Oracle Java Virtual Machineを使用する場合は、jserv.propertiesを次のように編集します。

# Apache JServを起動する java.exeのパスを指定

# Oracle Java VMを使用する場合は必ず”<JDev>¥java1.2¥bin¥java.exe”を指定

wrapper.bin=<JDev>¥java1.2¥bin¥java.exe

# java.exeに渡すリモート・デバッグに必要なパラメータを指定

# 次は JDeveloperと JServ間の通信のポート番号として 4000を使用する場合

wrapper.bin.parameters=-ojvm -Xxdebugondemandquietport4000

# クラス・パスに<JDev>¥jswdk-1.0¥lib¥servlet.jarを追加

wrapper.classpath=<JDev>¥jswdk-1.0¥lib¥servlet.jar
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# <JPDAのインストール・ディレクトリ>¥binディレクトリを環境変数 PATHに追加

wrapper.path=<JDev>¥jpda-1.0¥bin

JPDAのののの JVMを使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

JPDAの Java Virtual Machineを使用する場合は、jserv.propertiesを次のように編集します。

次の例は、Windows環境の場合です。

# Apache JServを起動する java.exeのパスを指定

wrapper.bin=<Java2 SDKのインストール・ディレクトリ>¥bin¥java.exe

# java.exeに渡すリモート・デバッグに必要なパラメータを指定

# 次は JDeveloperと JServ間の通信のポート番号として 4000を使用する場合

# 実際には、途中で改行が入らないことに注意

wrapper.bin.parameters=-classic -Xrunjdwp:transport=dt_socket,

server=y,suspend=n,address=4000 -Xdebug -Xnoagent -Djava.compiler=NONE

# <JDev>¥jswdk-1.0¥lib¥servlet.jarを任意のディレクトリにコピーし、

# クラス・パスに追加

# 次は、C:¥Tomcat¥JDevにコピーした場合

wrapper.classpath=C:¥Tomcat¥JDev¥servlet.jar

# <JPDAのインストール・ディレクトリ>¥binディレクトリを環境変数 PATHに追加

wrapper.path=<JPDAのインストール・ディレクトリ>¥bin

リモートリモートリモートリモート・デバッグ・デバッグ・デバッグ・デバッグ

JDeveloperを使用して、サーブレットまたは JSPのリモート・デバッグを行う手順は次のと

おりです。

1. デバッグを行うサーブレットまたは JSPが含まれたプロジェクトを開きます。

2. 次のいずれかの方法で、プロジェクトのプロパティを変更するダイアログを起動しま

す。

a. ナビゲーション・ペインで、プロジェクト・ファイルをダブル・クリック
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b. ナビゲーション・ペインで、プロジェクト・ファイルを右クリックし、ポップア
ップ・メニューから「プロパティ」を選択

c. プロジェクトがアクティブ（ナビゲーション・ペインでプロジェクト・ファイル

が太字で表示）な状態で、メニュー・バーから「プロジェクト」→「プロジェク

ト・プロパティ」を選択

3. 「実行/デバッグ」ページを開き、「デバッグ・ファイル・タイプ」のドロップダウン・

リストから「リモート・デバッグ」を選択し、「実行またはデバッグの前にコンパイ

ル」のチェックを外します。

図図図図 2‐‐‐‐13  プロジェクトのプロパティを変更プロジェクトのプロパティを変更プロジェクトのプロパティを変更プロジェクトのプロパティを変更

4. 次のいずれかの方法で、サーブレットや JSPのソース・コードの適当な行にブレーク

ポイントを設定します。

a. ソース・ビューアで、ブレークポイントを設定する行の左マージンをクリック
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b. ブレークポイントを設定する行にカーソルを移動させ、ソース・ビューア上で右
クリックし、ポップアップ・メニューから「ブレークポイントの設定」を選択

c. ブレークポイントを設定する行にカーソルを移動させ、メニュー・バーから「実

行」→「ブレークポイントの追加」を選択

d. ブレークポイントを設定する行にカーソルを移動させ、メニュー・バーから「表
示」→「ブレークポイント」を選択して、表示されたブレークポイント画面を右

クリックし、ポップアップ・メニューから「ブレークポイントの追加」を選択

e. メニュー・バーから「実行」→「ブレークポイントの追加」を選択し、起動され

た「ブレークポイント・オプション」ダイアログにブレークポイントを設定する

行の行番号を入力

図図図図 2‐‐‐‐14  ブレークポイントが設定された状態ブレークポイントが設定された状態ブレークポイントが設定された状態ブレークポイントが設定された状態

備考:　ブレークポイント・オプションの設定方法の詳細は、オンライン・ヘルプの次

の項目を参照してください。

『ユーザー・ガイド』

→「JDeveloperの操作」

→「JDeveloperによるプログラムの開発」

→「Javaプログラムのデバッグ」

→「ブレークポイントの使用方法」

5. アイコンをクリックするか、メニュー・バーから「実行」→「デバッグ」を選択し

てデバッグを開始すると、「リモート・デバッグ」ダイアログが起動されます。次の

項目の値を選択または入力して、「アタッチ」ボタンをクリックします。

設定項目設定項目設定項目設定項目 説明説明説明説明

デバッグ・プロトコル 使用する Java VM

ホスト名 アプリケーション・サーバーを実行しているホスト名

ポート リモート・デバッグ時に使用するポート番号
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図図図図 2‐‐‐‐15  「リモート「リモート「リモート「リモート・デバッグ」ダイアログ・デバッグ」ダイアログ・デバッグ」ダイアログ・デバッグ」ダイアログ

6. デバッグ実行が開始された後、サーバー上のサーブレットまたは JSPにWebブラウザ

からアクセスします。

7. 4で設定したブレークポイントで、プログラムの実行が一時停止されます。ブレーク

ポイントの設定の他、ステップ実行やトレース実行が可能です。
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第第第第 3章章章章  Tomcatのインストールと設定のインストールと設定のインストールと設定のインストールと設定

インストール前の設定インストール前の設定インストール前の設定インストール前の設定

Tomcatを使用するには、Java2 SDKが必要です。Java2 SDKをインストールする方法の詳細

は、12ページの「第 2章  Apache JServのインストールと設定」、「インストール前の設定」

を参照してください。

Tomcatのインストールのインストールのインストールのインストール

Tomcatをインストールする方法として、次の 2種類が用意されています。

a. ソース・コードをダウンロードし、コンパイルする方法

b. バイナリ・ファイルをダウンロードし、展開する方法

この項では、バイナリ・ファイルを使用して Tomcatをインストールする方法について説明

します。

バイナリバイナリバイナリバイナリ・ファイルを使用したインストール・ファイルを使用したインストール・ファイルを使用したインストール・ファイルを使用したインストール

1. Tomcatのバイナリ・ファイル jakarta-tomcatを次の URLからダウンロードします。

http://jakarta.apache.org/builds/tomcat/release/v3.1/bin/

 圧縮方法は、*.zip、*.tar.Z、*.tar.gzの 3種類が用意されているので、使用可能な解凍

ツールに合わせて選択してください。

2. ダウンロードしたファイルを任意のディレクトリで展開すると、次のディレクトリが

生成されます。

ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 説明説明説明説明

bin Tomcatを起動/停止させるためのスクリプトを保存

conf Tomcatを実行する際に必要な設定ファイルおよびそのサンプルを保存

doc Readme、FAQなどのドキュメントを保存

lib Tomcatを実行する際に必要な JARファイルを保存
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ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 説明説明説明説明

logs Tomcatの実行時のログ・ファイルを保存

src Tomcatのソース・ファイルを保存

webapps サンプル・アプリケーションを保存

備考:　この他に classesディレクトリを作成することが可能です。classesディレクトリは、

Tomcat起動時に自動的にクラス・パスに含まれます。

設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集設定ファイルの編集

前述したように、Tomcatを実行するために必要な設定ファイルは、<Tomcat>¥confディレ

クトリに保存されています。このディレクトリに保存されているファイルは、更に次の 2

つに分類できます。

拡張子拡張子拡張子拡張子 説明説明説明説明

*.xml、*.dtd *.xmlファイルで Tomcatそのものに関する設定情報を記述。*.dtdファイ

ルはその中で使用されているタグを定義

*.conf、*.properties Tomcatを Apacheなど他のWebサーバーに組み込んで使用する際に必要

な情報を記述

Tomcatを起動するためには、少なくとも使用するポート番号が他のアプリケーションです

でに使用されていないかを確認する必要があります。Tomcatでは HTTPサーバーが使用す

るポート（デフォルトは 8080）と、Tomcatのプロセス間が通信するためのポート（デフォ

ルトは 8007）の 2種類があります。

使用するポート番号を変更する場合は、server.xmlの次の部分を編集します。

<!-- 52～55行目: HTTPサーバーが使用するポート番号の設定 -->

<Connector className="org.apache.tomcat.service.SimpleTcpConnector">

  <Parameter name="handler"

     value="org.apache.tomcat.service.http.HttpConnectionHandler"/>

  <Parameter name="port" value="8080"/>

</Connector>

<!-- 57～60行目: プロセス間の通信に使用するポート番号の設定 -->
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<Connector className="org.apache.tomcat.service.SimpleTcpConnector">

  <Parameter name="handler"

    value="org.apache.tomcat.service.connector.Ajp12ConnectionHandler"/>

  <Parameter name="port" value="8007"/>

</Connector>

Tomcatの起動と停止の起動と停止の起動と停止の起動と停止

Tomcatを単体で起動/停止する際には、あらかじめ次の環境変数を設定しておく必要があり

ます。

環境変数名環境変数名環境変数名環境変数名 設定する値設定する値設定する値設定する値 例例例例

TOMCAT_HOME Tomcatがインストールされているディレクトリ C:¥jakarta-tomcat

JAVA_HOME JDKがインストールされているディレクトリ C:¥jdk1.2.2

PATH %JAVA_HOME%¥binを含める

TOMCAT_OPTS SHIFT_JIS（UNIX/Linuxのみ）

LANG 設定しない（UNIX/Linuxのみ）

Tomcatを起動/停止するには、<Tomcat>¥binに保存されている次のスクリプトを実行します。

環境環境環境環境 起動用スクリプト起動用スクリプト起動用スクリプト起動用スクリプト 停止用スクリプト停止用スクリプト停止用スクリプト停止用スクリプト

Windows startup.bat shutdown.bat

Solaris startup.sh shutdown.sh

テストテストテストテスト

Tomcatの起動を確認するには、Webブラウザから次の URLにアクセスします。

http://<ServerName>:<Port>/



第 3章  Tomcatのインストールと設定 41

図図図図 3‐‐‐‐1  Tomcatの起動確認の起動確認の起動確認の起動確認

Tomcatとととと Apacheの並行稼動の並行稼動の並行稼動の並行稼動

Tomcatは、他のWebサーバーに組み込んで使用することで、より多くのリクエストを効率

よく処理することが可能になります。Tomcat 3.1においてサポートされているWebサーバ

ーは次のとおりです。

� Apache 1.3以降

� Microsoft Internet Information Server 4.0以降

� Microsoft Personal Web Server 4.0以降

� Netscape Enterprise Server 3.0以降
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このうち、JDeveloperで作成したサーブレットおよび JSPの実行環境としてサポートされる

のは、 Apache 1.3.9以降のみです。

ここでは、Windows環境において Tomcatを Apacheに組み込む手順を説明します。その他

UNIX/Linux環境での手順は、<Tomcat>¥doc¥appdev¥index.htmlの『Setting Tomcat to

Cooperate with the Apache Web Server』を参照してください。

なお、次の手順は、Apacheおよび Tomcatがそれぞれ単体で正常に動作することを前提とし

ています。

1. 次の URLから、Apache JServのモジュール ApacheModuleJserv.dll（64KB）をダウンロ

ードします。

http://jakarta.apache.org/builds/tomcat/release/v3.1/bin/win32/i386/

2. ダウンロードした ApacheModuleJserv.dllを<Apache>¥modulesディレクトリにコピー

します。

3. Tomcatを実行すると、<Tomcat>¥tomcat-apache.confファイルが生成され、Tomcatと

Apacheを並行稼動させるために必要な設定情報が自動的に書き込まれます。これらの

情報を Apacheの起動時に読み込ませるために、<Apach>¥conf¥http.confの最終行に次

の１行を追加します。

Include <Tomcat>¥tomcat-apache.conf

4. すべての設定が終了したら、Apacheを起動し、その後 Tomcatを起動します。また、

Apacheを停止する場合は、Tomcatを停止してから、Apacheを停止してください。

TomcatへのへのへのへのWebアプリケーションの追加アプリケーションの追加アプリケーションの追加アプリケーションの追加

この項では、Tomcatにサーブレットや JSPなどを追加するための基本的な方法について説

明します。

Tomcatでは、Servlet API 2.2で導入された「Webアプリケーション」という概念が使用され

ています。Webアプリケーションは、サーブレットや JSP、HTML、イメージ・ファイルな

ど、アプリケーションを構成するファイルが、共通の仮想パスにマッピングされます。

例えば、作成したアプリケーションを、”/sample”という仮想パスにマッピングするために

は、<Tomcat>¥server.xmlに次のように記述します。
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<ContextManager debug=”0” workDir=”works”>

...

<Context path=”/sample” docBase=”sampleBase” debug=”0” reloadable=”true”>

</Context>

</ContextManager>

この場合、<Tomcat>¥sampleBaseディレクトリ以下に、関連するファイルすべてが保存され、

次の URLによりアクセスが可能になります。

http://<ServerName>:<Port>/sample/<ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名>

docBaseで指定されたディレクトリには、任意のサブディレクトリを作成し、JSPや HTML、

イメージ・ファイルを自由に保存することが可能です。ただし、*.classファイルや*.jarフ

ァイルは、WEB-INFという特別なディレクトリ以下に保存する必要があります。WEB-INF

ディレクトリは次の図のような構造を持っています。

図図図図 3‐‐‐‐2  WEB-INFディレクトリの構造ディレクトリの構造ディレクトリの構造ディレクトリの構造

<docBase><docBase><docBase><docBase> WEB-INFWEB-INFWEB-INFWEB-INF classesclassesclassesclasses

liblibliblib

web.xmlweb.xmlweb.xmlweb.xml

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ/ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明

classes サーブレットやWeb Beanなどの*.classファイルを保存

lib JARファイルを保存

web.xml サーブレットの名前、クラス名、初期化パラメータを定義
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classesディレクトリおよび libディレクトリ内の JARファイルは、自動的にアプリケーショ

ン実行時のクラス・パスに含まれます。また、JSPや HTMLなどのファイルをWEB-INFデ

ィレクトリ以下に保存することはできません。

Oracle JSP Engineの設定の設定の設定の設定

Tomcatにはサーブレットとして実装されている JSPエンジンがすでに用意されています。

しかしこのエンジンでは、日本語の文字列をブラウザから入力した際に、自動的に正しい

文字コードに変換することができません。一方、JDeveloperにバンドルされている Oracle JSP

Engineは、初期化パラメータを設定するだけで、自動的に入力された文字列の文字コード

を変換することが可能です。

Tomcatに Oracle JSP Engineを組み込む手順は次のとおりです。

1. Tomcatを実行するマシンの任意のディレクトリに、<JDev>¥lib¥ojsp.jarをコピーしま

す。

2. <Tomcat>¥conf¥web.xmlを次のように編集します。

（29行目まで省略）

<servlet>

　<servlet-name>

　　jsp

　</servlet-name>

  <servlet-class>

　　<!-- 次の 1行をコメントアウト

　　org.apache.jasper.runtime.JspServlet

　　-->

　　<!-- 次の 1行を追加 -->

　　oracle.jsp.JspServlet

　</servlet-class>

<!-- uncomment the following to use Jikes for JSP compilation

　<init-param>

　　<param-name>jspCompilerPlugin</param-name>

　<param-value>org.apache.jasper.compiler.JikesJavaCompiler

　</param-value>
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  </init-param>

-->

　<!-- 次の 4行を追加 -->

　<init-param>

　　　　　　　　<param-name>translate_params</param-name>

　　　　　　　　<param-value>true</param-value>

　　　　</init-param>

（以下省略）

3. Tomcatを起動するスクリプトを次の例のように編集します。

Windowsの場合の場合の場合の場合:　　　　<Tomcat>¥bin¥tomcat.batの 27行目を次のように編集します。

# 変更前: set CLASSPATH=.

# ojsp.jarを<Tomcat>¥libにコピーした場合、次のように編集

set CLASSPATH=.;%TOMCAT_HOME%¥ojsp.jar

UNIX/Linuxの場合の場合の場合の場合:　　　　<Tomcat>/bin/tomcat.shの 93行目をを次のように編集します。

# 変更前: CLASSPATH=.

# ojsp.jarを<Tomcat>/libにコピーした場合

CLASSPATH=.:<Tomcat>/lib/ojsp.jar

JSPアプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布

作成したビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションを実行するためには、次のものを

Tomcatが実行されているマシンへ配布する必要があります。

� ビジネス・コンポーネントを定義する Javaクラスおよび XMLファイル（ローカル・

モードで実行する場合）

� ビジネス･コンポーネント JSPアプリケーション･ウィザードによって生成された*.jsp

ファイルおよび*.propertiesファイル

� 作成したWebBean

� ビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションが実行する際にクラス・パスに追加す

る必要のある Javaライブラリ
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� ビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションが使用するイメージ・ファイルおよび

カスケーディング・スタイル・シート

ビジネスビジネスビジネスビジネス・コンポーネントの配布・コンポーネントの配布・コンポーネントの配布・コンポーネントの配布

ビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションをローカル・モードで実行する場合（ビジ

ネス・コンポーネントが Oracle8i JServer等に EJBや CORBAとして配布されていない場合）

は、次の手順でビジネス・ロジックを定義している Javaクラスや XMLファイルを配布す

る必要があります。

手順の詳細は、20ページの「第 2章  Apache JServのインストールと設定」、「ビジネス・

コンポーネントの配布」を参照してください。

配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル配布プロファイル・ウィザードを使用した・ウィザードを使用した・ウィザードを使用した・ウィザードを使用した JSPアプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布

JDeveloperと Apacheが同一マシンにインストールされている場合や、Tomcatが稼働中のマ

シンに対してネットワーク・ドライブが設定されている場合は、配布ウィザードを使用し

て JSPアプリケーションを配布することができます。

手順の詳細は、22ページの「第 2章  Apache JServのインストールと設定」、「配布プロフ

ァイル・ウィザードを使用した JSPアプリケーションの配布」を参照してください。

手動による手動による手動による手動による JSPアプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布アプリケーションの配布

Tomcatが他のプラットフォーム上で実行されている場合など、配布プロファイル・ウィザ

ードが使用できない場合は、次のものを手動で配布する必要があります。

� *.jspファイルおよび*.propertiesファイル

� ビジネス・コンポーネント JSPアプリケーションが使用する Javaライブラリおよ

び作成したWebBean

� イメージ・ファイルおよびカスケーディング・スタイル・シート

手順の詳細は、27ページの「第 2章  Apache JServのインストールと設定」、「手動による

JSPアプリケーションの配布」を参照してください。
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設定ファイルの編集例設定ファイルの編集例設定ファイルの編集例設定ファイルの編集例

TomcatにWebアプリケーションを追加するための基本的な方法は、42ページの「Tomcat

へのWebアプリケーションの追加」で説明しました。ここでは、Tomcatにビジネス･コン

ポーネント JSPアプリケーションを追加する例を紹介します。

server.xml

<ContextManager debug=”0” workDir=”works”>

...

<!-- JSPアプリケーションの仮想パス: /sample -->

<Context path=”/sample” docBase=”bc4j/sample” debug=”0”
reloadable=”true”>

</Context>

<!-- JSPアプリケーションが使用するイメージ・ファイルの仮想パス: /webapp -->

<Context path=”/webapp” docBase=”bc4j/webapp” debug=”0”
reloadable=”true”>

</Context>

</ContextManager>

ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造

ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 説明説明説明説明

<Tomcat>¥bc4j¥sample *.jsp/*.html/ViewObject.gifを保存

<Tomcat>¥bc4j¥sample¥WEB-INF¥lib
作成した BC4Jや Javaライブラリを含む JARファ

イルを保存

<Tomcat>¥bc4j¥webapp

実行時に必要なイメージ・ファイルおよびカスケー

ディング・スタイル・シートをディレクトリ構造を

保った状態で保存

<Tomcat>¥classes <ApplicationModule名>.propertiesを保存



48 JSPアプリケーションのための Apache利用ガイド

実行実行実行実行

配布したビジネス･コンポーネント JSPアプリケーションを実行するには、Webブラウザで

次の URLにアクセスします。

http://<ServerName>:<Port>/sample/main.jsp

図図図図 3‐‐‐‐3  実行例実行例実行例実行例

リモートリモートリモートリモート・デバッグのための・デバッグのための・デバッグのための・デバッグのための Tomcatの設定の設定の設定の設定

31ページの「第 2章  Apache JServのインストールと設定」、「リモート・デバッグのため

の JServの設定」で説明したように、JDeveloper 3.1はサーブレットや JSPアプリケーショ

ン、Enterprise JavaBeansなどのリモート・デバッグが可能です。
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ここでは、Tomcat上に配布されたサーブレットや JSPアプリケーションをリモートでデバ

ッグするために必要な環境変数を紹介します。

なお、リモート・デバッグを行う際に必要な Java Platform Debugger Architecture（JPDA）の

設定方法は、32ページの「第 2章  Apache JServのインストールと設定」、「Java Platform

Debugger Architecture」を参照してください。リモート・デバッグの手順の詳細は、34ペー

ジの「第 2章  Apache JServのインストールと設定」、「リモート・デバッグ」を参照して

ください。

Oracle JVMを使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

環境変数名環境変数名環境変数名環境変数名 設定する値設定する値設定する値設定する値

PATH <JDev>¥java1.2¥binおよび<JPDAのインストール・ディレクトリ>¥binを

含める

JAVA_HOME <JDev>¥java1.2

TOMCAT_HOME Tomcatをインストールしたディレクトリ

TOMCAT_OPTS -ojvm -Xxdebugondemandquietport<デバッグに使用するポート番号>

CLASSPATH <JDev>¥jswdk-1.0¥lib¥servlet.jarを含める

JPDAのののの JVMを使用する場合を使用する場合を使用する場合を使用する場合

環境変数名環境変数名環境変数名環境変数名 設定する値設定する値設定する値設定する値

PATH <Java2 SDKのインストール・ディレクトリ>¥binおよび
<JPDAのインストール・ディレクトリ>¥binを含める

JAVA_HOME Java2 SDKのインストール・ディレクトリ

TOMCAT_HOME Tomcatをインストールしたディレクトリ

Windowsの場合:

-classic -Xrunjdwp:transport=dt_socket,server=y,suspend=n,
address=<デバッグに使用するポート番号> -Xdebug -Xnoagent

-Djava.compiler=NONE

TOMCAT_OPTS

Solarisの場合:

-classic -Xrunjdwp:transport=dt_socket,server=y,suspend=n,
address=<デバッグに使用するポート番号>,stdall=y -Xdebug

-Xnoagent -Djava.compiler=NONE -Dfile.encoding=SHIFT_JIS
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環境変数名環境変数名環境変数名環境変数名 設定する値設定する値設定する値設定する値

CLASSPATH <JDev>¥jswdk-1.0¥lib¥servlet.jarを任意のディレクトリにコピーし、含

める

LD_LIBRARY_PATH <JPDAのインストール・ディレクトリ>¥binを含める（Solarisの場合

のみ）


